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・綿ぬき（旧４／１）の時期：５／８平年並み
・綿入れ（旧10／１）の時期：11／１平年並み
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を
よ
り
一
層
深
め
な
が
ら
、

農
業
の
大
切
さ
、
食
料
・
環
境
問
題
、

食
農
教
育
な
ど
学
び
、
元
気
な
地
域

づ
く
り
の
た
め
、
家
の
光
三
誌
の
購

読
・
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　（
一
社
）家
の
光
協
会
東
日
本
普
及

文
化
局
の
中
川
賢
斗
さ
ん
が「
家
の
光

は
、
組
織
活
動
に
お
い
て
家
の
光
の

記
事
活
用
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ａ
を
核
と
し
た
絆

の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
」と
情
勢
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

　
記
事
活
用
体
験
発
表
で
は
家
の
光

購
読
者
の
畑
中
と
わ
さ
ん（
五
戸
町
）

が「
家
の
光
と
と
も
に
」、
宮
木
君
子

さ
ん（
南
部
町
）が「
家
の
光
　
夫
と

と
も
に
」
と
題
し
発
表
し
ま
し
た
。

畑
中
さ
ん
は
家
の
光
を
活
用
し
、
女

性
部
の
活
動
で
夏
野
菜
を
使
っ
た
料

理
講
習
会
を
し
た
り
、「
畑
の
時
間
」

を
参
考
に
、
家
庭
菜
園
で
作
っ
た
サ

ツ
マ
イ
モ
を
軽
ト
ラ
市
や
こ
ど
も
宅

食
お
す
そ
わ
け
便
に
寄
贈
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
有
意
義
な
時
間
に
な

り
ま
し
た
。
講
習
会
を
し
て
、
家
庭

菜
園
を
し
て
、
暮
ら
し
に
役
立
て
て
、

家
の
光
を
読
ん
で
、
と
も
に
歩
み
、

楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
発
表

し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
宮
木
さ
ん
は
毎
月
、
家

の
光
が
配
達
さ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
、
女
性
部
活
動
で
部
員

と
の
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
手
芸
教

室
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
気
療

養
中
に
亡
く
な
っ
た
夫
が
家
の
光
に

載
っ
た
料
理
を
お
い
し
く
食
べ
て
く

れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
と
の
こ
と
。

今
後
も
、
元
気
に
女
性
部
の
大
事
な

メ
ン
バ
ー
と
生
き
生
き
と
活
動
し
て

い
き
た
い
と
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
料
理

研
究
家
の
サ
カ
イ
優
佳
子
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、「
今
、
な
ぜ
乾
物
な
の

か
？
」
を
題
材
に
講
演
し
ま
し
た
。

娘
さ
ん
の
重
度
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ

る
食
事
制
限
な
ど
実
体
験
を
も
と
に

乾
物
の
重
要
性
を
説
明
し
た
ほ
か
、

乾
物
を
色
々
な
料
理
に
利
用
し
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
で
、
乾
物
が
も
っ
と
日
本
、

世
界
の
食
卓
に
並
ぶ
こ
と
を
期
待
す

る
こ
と
を
参
加
者
へ
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
ま
た
、
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、

参
加
者
へ
サ
カ
イ
先
生
の
サ
イ
ン
入

り
著
書
や
な
べ
焼
き
う
ど
ん
、
鉢
花

等
が
当
選
し
ま
し
た
。

第
11
回
Ｊ
Ａ
八
戸『
家
の
光
の
集
い
』

　
Ｊ
Ａ
は
ユ
ー
ト
リ
ー
で
１
月
20
日
、
第
11
回
Ｊ
Ａ
八
戸『
家
の
光

の
集
い
』を
開
催
し
ま
し
た
。

▲ 情勢報告を行う中川さん▲ 講師の話に耳を傾ける参加者

▲ サカイ講師（左）の著書が当選した参加者

▲ あいさつをする水越組合長

▲ 記事活用体験発表を行う畑中さん

▲ 記事活用体験発表を行う宮木さん

▲ 乾物の重要性を呼びかけるサカイ講師

　
今
後
も
家
の
光
を
組
合
員
の
教

育
情
報
誌
材
と
位
置
付
け
、
読
者

の
定
着
化
を
図
り
な
が
ら
交
流
の

場
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
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光
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Ａ
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Ａ
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は
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と
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と
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の
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、
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を
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な
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に
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し
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る
こ
と
で
、
乾
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が
も
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と
日
本
、

世
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の
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に
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と
を
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待
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る
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と
を
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。
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た
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抽
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で
は
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入
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書
や
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う
ど
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、
鉢
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等
が
当
選
し
ま
し
た
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回
Ｊ
Ａ
八
戸『
家
の
光
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Ａ
は
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で
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、
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Ｊ
Ａ
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』を
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。
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誌
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と
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の
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図
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き
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昨
年
度
加
入
し
た
組
合
員
を
対
象

に
、
Ｊ
Ａ
事
業
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
目
的
で
開
催
し
、
２
回
目
と
な
り
ま

す
。

　
水
越
善
一
組
合
長
は「
当
Ｊ
Ａ
に
新

規
加
入
い
た
だ
き
、
心
か
ら
歓
迎
し
ま

す
。
Ｊ
Ａ
の
基
本
は
農
業
の
生
産
と
販

売
で
あ
り
、
こ
れ
を
事
業
推
進
の
柱
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
振
興
と

食
農
教
育
、
様
々
な
地
域
貢
献
活
動
を

通
じ
て
、
組
合
員
の
皆
様
と
積
極
的
に

対
話
の
場
を
設
け
、「
組
合
員
と
と
も

に
あ
ゆ
む
Ｊ
Ａ
」と
し
て
、
共
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
集
い
を
通
し
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
ご
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら
、
事
業
展
開
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
八
戸
の
概
要
や
管
内
の
農
畜
産

物
に
つ
い
て
説
明
し
た
ほ
か
、
各
部
門
の

部
長
が
部
門
ご
と
の
取
り
組
み
、
事
業

内
容
に
つ
い
て
紹
介
。
参
加
者
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

〜
Ｊ
Ａ
八
戸
の
概
要
や
事
業
内
容
に
つ
い
て
理
解
深
め
る
〜

　
Ｊ
Ａ
は
１
月
20
日
、
ユ
ー
ト
リ
ー
で
新
規
加
入
組
合
員
の

集
い
を
開
き
ま
し
た
。

【Ｑ❶ 研修会のご感想】　　　
　・事業内容を詳しく知る事ができ良かった。

　・事業内容が広く、これからも利用させていただきます。

【Ｑ❷ ＪＡに対するご意見・ご要望】
・若い農業者が増えることを祈っています。

・八菜館、インショップ（ユニバース）で野菜・果物を購入させていただい
ておりますので、今後ともよろしくお願いします。

今回の集いにて出されたアンケート内容をご紹介いたします。（一部抜粋）

ＰａｌｊａＰａｌｊａＴｏｐｉｃｓ

　ミニトマト専門部八戸支部は１月22日、八戸
パークホテルでミニトマト専門部八戸支部講習
会および販売報告会を行い、生産者、市場関係
者26人が参加しました。
　講習会では、㈱サカタのタネの赤根勘人さんが
講師となり高温対策と品種特性について説明し
ました。
　販売報告では、取引市場１社から市場情勢に
ついて説明があったほか、八戸営農センターの
木村友彦係長が、高温による花落ちの影響から
出荷量は減少したが、販売額約１億4600万円と
なったことを報告しました。

ミニトマト　高温対策と品種特性学ぶ

田子支店年金友の会　会員との交流を楽しむ

▲  販売報告をする木村係長

　ピーマン専門部五戸支部は１月23日、アピル
五戸でピーマン専門部五戸支部販売反省会を
行い、生産者28人が参加しました。
　販売経過について、五戸営農センターの石ヶ守
進一販売担当が、他産地の販売が早めに終了した
ことや、花落ちや尻腐れ等猛暑の影響から出荷
量が減少したことにより、高値での販売が続き
昨年を上回る販売額となったと報告しました。
さらに講習会では、横浜植木㈱の担当者より
高温下での栽培について説明があり、根が伸びる
環境を整え、根をしっかり活着させ気象変動に
耐えられる「樹」を作り、収量向上を目指して
ほしいと呼びかけました。

ピーマン　高温下での栽培対策学ぶ

　田子支店の年金友の会は１月13日、秋田県の
ホテル鹿角で「ＪＡ八戸田子支店年金友の会集
い」を開き、会員27人が温泉を堪能したのち、
料理やカラオケを楽しみました。コロナ禍の影
響から４年ぶりの開催となった集いでしたが、
会員同士集まると会話に花を咲かせ、自慢の歌
声を披露しました。
　山美喜正会長は「久しぶりに顔を合わせる会
員も多いと思います。元気に笑い、楽しく長生
きしましょう」と会員へ呼びかけました。
　参加者は「おいしい料理と話が弾み楽しかっ
た」と話しました。 ▲  田子支店年金友の会集い参加者

▲  販売経過を報告する石ヶ守販売担当

▲  あいさつをする水越組合長

▲ ＪＡの概要を説明する小山参事

▲  説明に耳を傾ける参加者

J
A
八
戸「
新
規
加
入
組
合
員
の
集
い
」開
催

J
A
八
戸「
新
規
加
入
組
合
員
の
集
い
」開
催
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催
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。
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、
ご
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力
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な
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と
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の
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や
管
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、
各
部
門
の

部
長
が
部
門
ご
と
の
取
り
組
み
、
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。
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に
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。
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Ａ
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概
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や
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て
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〜
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Ａ
は
１
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20
日
、
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ー
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で
新
規
加
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テクリードＣフロアブル

20倍液に10分間浸漬する。
（水10ℓに薬剤500㎖）消毒後２日間風乾する。高　濃　度

200倍液に24時間浸漬する。
（水10ℓに薬剤50㎖）消毒後２日間風乾する。低　濃　度

薬剤名
処理方法

ハト胸状態

伸ばしすぎ

①浸種時の種籾の量は網袋の６～７割程度にしましょう。
②催芽はハト胸（芽の長さが0.5～１㎜）程度にしましょう。
③苗の老化が早まるので、厚まきはやめましょう。

田植え
５月20日

育苗期間
35日間

作業準備
３月中旬

塩水選
４月１日頃

種子消毒・浸種
10～14日間

は　種
４月15日

床土、置床準備
４月５日頃

種　籾
うるち
も　ち

比重
1.13
1.08

水10ℓ当たりの食塩の量
2.0～2.1㎏

1.2㎏

例）中苗（育苗期間35日）の場合

①塩水選

※温湯消毒を行う場合は塩水選をしない。
※塩水選をしたあとすぐに種籾はよく洗う。

風呂の使用
自動催芽機

32～33℃
30～31℃

温　度
約25～30時間
約20～25時間

浸漬時間

④催　芽

※催芽時の水温は40℃以上にしない。

※長時間浸漬法は薬液温が10℃以下になると効果が劣る。
　浸漬中は２～３回攪拌する。

②種子消毒

重要

　浸種水温の低下を防ぐために、浸種容器を外気温の影響を受けにくい
屋内に設置、容器にふたをするなどの工夫が必要ですが、過度の加温や
長期間の浸漬は発芽の恐れがあるので行わない。

③浸　種

●浸種は日平均水温の積算で100℃以上とし、２週間程度を目安とする。
●浸種中にムラが出来ないよう種子は余裕を持って袋に入れる。また、水交換時に袋の上下を入れ替える。
（※最初は浸種２日後、その後は３日間隔で水を交換する）

重要

     育苗の作業計画『田植日から逆算して計画を立てましょう』１

     種子予措～は種２

八戸営農センター（中央）　TEL：0178 － 70 － 4051
八戸営農センター（南部）　TEL：0178 － 83 － 2781
五戸営農センター（西部）　TEL：0178 － 78 － 2003
五戸営農センター（東部）　TEL：0178 － 68 － 2212

三戸営農センター（三戸）　TEL：0179 － 23 － 3811
三戸営農センター（田子）　TEL：0179 － 20 － 7711
営農経済部　指導課  　　　TEL：0178 － 61 － 6334

水稲についてのお問い合わせ

ＰａｌｊａＰａｌｊａＴｏｐｉｃｓ

　県とＪＡ全農あおもりは１月17日、ＪＡ十和田
おいらせ本店で「令和５年度にんにくフォーラム」
を開き、「令和５年度青森県にんにく共進会」の
表彰式が行われました。
　さらにフォーラムでは、
高温時のにんにくの乾燥方
法についてなどの講演があり
ました。また、2026年秋から
ＪＡへの種苗供給が始まる
新品種「青森福雪」の普及に
向けた情報を共有しました。

　表彰式では、金澤幹雄さん（五戸地区）が優良賞を受賞し、賞状が授与されまし
た。にんにくは全体の大小や形状、乾燥や表皮の状態などを審査し選出されました。

令和５年度にんにくフォーラム　金澤さん優良賞受賞

田子支店　優績店舗表彰受賞

▲  賞状を受け取る金澤さん（左）

　1月23日の支店長会議において、月間優績店舗表彰を行い
ました。12月の優績店舗は田子支店が「年金予約、ＪＡカー
ド、住宅ローン、iDeCo」の各項目で１位を独占し総合で99
ポイント獲得により２位南部支店の80ポイントに大きく差を
つけ月間ＭＶＰに輝きました。
　田子支店は、昨年の５月、７月、８月にも月間ＭＶＰを獲得
しており、今回で通算４回目の受賞となることからルールに
定める上限４回までのＭＶＰを完全制覇しました。受賞した
櫻川博子支店長
は「日頃より組合

員、地域の皆様には大変お世話になっております。先月の広報
誌に支店統廃合のお知らせが掲載されており、田子支店は令和
６年２月９日を以って閉店いたしました。長きに亘り、これまで
田子支店を支えていただいた組合員、地域の皆様、本当に
ありがとうございました。この広報誌が手元に届く頃は三戸
支店に統合しておりますが、これからも変わらぬお引立てを
お願い申し上げます」と語っていただきました。

▲  笑顔で接客する様子

▲  田子支店の職員

▲  受賞したにんにく

令和６年４月から相続登記の申請が義務化されます
　令和６年４月１日から、土地・建物を相続した場合に法務局に相続登記（相続人へ
名義変更の登記）を申請することが、法律で義務化されます。
　今年４月以前に相続した土地・建物であっても、相続登記未了の場合は義務化
の対象となり、正当な理由なく義務を怠った場合には10万円以下の過料の対象と
なる新制度となります。
　詳しくは、右記ＱＲコードから、法務省のホームぺージをご覧ください。

営農
情報水稲種子の

　　　浸漬について
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農薬の使用に当たっては、
　　　①使用方法など、農薬ラベルの記載事項の遵守
　　　②周囲に影響のない天候（無風・弱風）や時間帯での散布

を基本として、以下の対策も実施しましょう！

● 農薬の使用回数削減のため、耕種的防除などを組み合わせる。

● 飛散低減ノズルや飛散が少ない剤型の農薬を使用する。

● 風向きやノズルの向きに注意して散布する。

● 農薬散布の目的や種類、散布者の連絡先等を回覧板やチラシなどで事前に周辺住民
へ周知する。

● 必要に応じて、緩衝地帯や防薬ネット、立入禁止の立て看板などを設置する。
※ 特に学校や通学路が農地の周辺にある場合は、万が一にも子どもが農薬を浴びる

ことがないように、最大限に配慮する。

● 使用した農薬の種類や使用方法、日時などを記録し、一定期間保管する。

農地周辺に住宅地や学校などがある場合の対策

● クロルピクリン剤は、
　 土壌中でガス化して効果を発揮します。
　安全で、高い防除効果を得るためには、施用後すぐ
に、厚さ0.03㎜以上のシートや難透過性資材で必ず
被覆しましょう。

　お問い合わせは、三八地域県民局地域農林水産部（農業普及振興室 TEL 0178－27－4444）
またはＪＡ八戸（指導課 TEL 0178－61－6334）にご連絡ください。

 住宅地などの周辺では、
農薬の使用に特に注意しましょう！

農薬使用者は、農薬の飛散防止対策の実施に
努めなければなりません。

農薬を使用することで、
近隣住民とトラブルにならない
ように十分配慮しましょう！

良好な
関係を築くためにも、
事前に連絡を取り合い

ましょう

地域の子どもには
特に注意

周辺住民の気持ちも
考えた農薬使用

近くに農薬に敏感
（化学物質過敏症）の方が

住んでいるかも…

指導課から農薬使用上の注意点についてのお知らせ

クロルピクリン剤の使用後は
必ず被覆してください！

● 土壌くん蒸用防護マスク等の保護具を着用する。
● どんな場所でも必ず正しく被覆する。

作業者の危被害回避のために

　農薬使用者は、人畜に危険を及ぼさないようにする
責務があり、安全使用に努めなければなりません。
　クロルピクリン剤の使用では、以下のことを実施し
ましょう！

● 人家や畜舎等に近接する農地での使用を避ける。
● 農地近郊の低位置に人家や畜舎等がある場合は使用しない。
　（ガスは空気より重いため、低地に流れ込みます）
● 近くに住宅や畜舎がある場合は、周辺住民に対して使用目的や

使用日時等を事前に周知する。
● 使用済みの空き缶等は、周囲に影響を及ぼさない場所で残液、

残臭処理後、産業廃棄物として処分する。

周辺住民、環境への配慮のために

●支援金（確定申告）について
　令和４年・５年の２年間で取り組んで参りました、肥料価格高騰
対策事業支援金が、各参加農業者の口座へ入金されております。
　つきましては、確定申告などで必要な方は、支援金振込証明書を
各グリーンセンターで発行致しますのでお問い合わせください。

肥料価格高騰対策事業のお知らせ
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場 所：ＪＡ八戸ローンセンター（下長支店２階）
八戸市大字河原木字河原木後10

ＴＥＬ：0178－20－1391
時 間：午前９時～正午

『ＪＡとのお取引はこれから』というお客様もお気軽にどうぞ!! 

開催日

土令和６年３月16日

お申し込みは？
お近くのJA又は、
食材センターへ
ご連絡ください。

お届けは？
各コースごとで
お届け日は
異なります。

お留守の時は？
保管箱と蓄冷材を
ご用意いたします。

お支払い方法は？
JAにご相談ください。
便利なJA口座振替を
おすすめします。

ローン相談会
農家組合員以外の方でも是非ご相談ください！！

平日はお忙しいお客様と土曜日に
ご相談させていただきます。
ご予約のない方もお気軽にご来場くださいませ。

○Cよりぞう

下長中
○文

至
階
上
町

至おいらせ町

会場

●ドコモショップ下長

デープロ●

ユニバース●

●
トヨタカローラ八戸

JA八戸ローンセンター
（下長支店２階）

ガソリンスタンド
●

下長小○文

45

会場ご案内図
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●ＪＡふれあい食材は

安心です。

●ＪＡふれあい食材は

安全です。

●ＪＡふれあい食材は

新鮮です。

基本コース基本コース お魚・お肉・日配品等、栄養バランスを
考えた便利なコースです。

１ヶ月11回のお届け

【食材宅配１ヶ月の価格】

新規加入者
募集キャンペーン
JA（農協）ならではの新鮮・安心な
食材をご家庭までお届けします。

JA食材宅配のシステムって？
定期的に多彩な

食材をお届けします。

※コースは、1ヶ月単位で自由に変更できます。
　家族構成やお好みに合わせてお好きなコースをお選びください。

お魚中心

お肉中心

８ いろどり亭コース（１人用）
11,880円20食

税込価格

14,260円24食
税込価格

９ 楽ookingコース（１人用）
１ヶ月４回のお届け

11,880円税込価格

１ ２人用コース（ほのぼの）

17,820円税込価格

２ ４人用コース（だんらん）

28,550円税込価格

３ ６人用コース（なごやか）

38,020円税込価格

４ ふれあい（魚）コース（２人用）

17,820円税込価格

５ だんらん（肉）コース（４人用）

28,550円税込価格

６ おてがるコース（１人用）

11,290円税込価格

選べるコース選べるコース 安全でおいしい食材の中から、お好きな
ものを選べるコースです。

１ヶ月６回のお届け

11 マイセレクト２品コース
12,000円税込価格

12 マイセレクト３品コース
18,000円税込価格

７ まごころコース（１人用）

11,880円税込価格

10 お弁当のおかず

ご加入いただいた方には、
記念品をプレゼント！もれなく

１ヶ月４回のお届け

3,560円税込価格

ＪＡふれあい食材

食生活の安全・安心を応援！ 時間のゆとりを応援！ 毎日の献立づくりを応援！

ＪＡふれあい食材 ３つのメリット３つのメリット

食品添加物を可能な限り排除し、
安全性を追求した食材をお届けし
ます。

お宅までお届けしますので、お買い
物に行く手間が省けて便利！！しかも
無駄が除けて経済的です。

毎月配布するメニュー表は、調理
方法などが、記載されているので、
毎日の食事づくりをサポートします。

ＪＡ全農グループ㈱Ａコープ東日本

ATMなどのサービスを
一時休止させていただきます。

JAバンクからの大切なお知らせ

休止日
2024年
（令和６年）

3月10日
日曜日
全取引休止
6：30－9：00

4月29日
月曜日・祝日

一部取引休止
0：00－24：00

いつもJAバンクをご利用いただきありがとうございます。
このたびJAバンクはお客様へのサービスや利便性の向上を目的としたシステム更改に伴い、誠に勝手ながら
ATM・JAネットバンク等のサービスを一時休止させていただきます。
ご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

※JA・店舗・ATM・提携金融機関によっては、ご利用可能日、ご利用可能時間およびご利用可能サービスが
異なるため、上記スケジュール以外にもサービスをご利用いただけない場合がございます。
詳しくは、JA窓口・ホームページ等でご確認ください。

JAバンクのホームページ
https://www.jabank.org

休止する
サービス

JAバンクの
ATM

ジェイデビット

ATM

JAネットバンク
サービス

コンビニ等の
ATM

24h
コンビニ

ATM

24h
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職 　 　 員
（ 準 職 員 含 む ）

貯 　 　 金

Ｊ Ａ の す が た
令和６年１月末現在

貸 出 金
長期共済保有高

出 資 金

組 合 員 数

役 　 　 員

購買品供給高

販売品販売高

理事会だより

２９６人

328億円
3,359億円
33.0億円
（令和４年度）

82.9億円
（令和４年度）

正 １０，０１８人
准  ４，７０７人
計 １４，７２５人

27人

977億円
35.7億円

定例理事会（１／30開催）

案　　件
議案第１号　監事監査の結果に基づく

回答について
議案第２号　職制規程の一部変更について
議案第３号　支店統廃合に伴う規程の

一部変更について
議案第４号　有価証券の減損処理基準の

一部変更について
議案第５号　令和６年産米穀の出荷契約

金単価設定について
報告事項
第　１　号　組合員の加入および脱退等

について
第　２　号　内部監査報告書について
第　３　号　貸付条件変更について
第　４　号　クロスチェックの実施結果

について
第　５　号　農産物検査組織規程に係る

農産物検査員名簿の変更に
ついて

第　６　号　コンプライアンス・プログ
ラムおよび不祥事未然防止
のための行動計画の取り組
み状況について

第　７　号　不祥事未然防止にかかる
自主検査の結果について

第　８　号　ヘルプラインの運営状況に
ついて

第　９　号　反社会的勢力等との取引
排除および疑わしい取引に
かかる対応状況について

第　10　号　事務ミス等の発生状況に
ついて

第　11　号　苦情受付について
第　12　号　情報セキュリティにかかる

運用状況について
第　13　号　余裕金運用状況について
第　14　号　貸出金残高上位先の概況および

貸出残高の内訳について
第　15　号　理事に対する利益相反取引

の状況について
第　16　号　第３四半期事業実績及び

年度末見通しについて
第　17　号　自己改革取り組み状況に

ついて
第　18　号　第５次中期３カ年計画、実

践状況について
第　19　号　㈱ぱるじゃサービス第３四

半期事業実績及び年度末見
通しについて

第　20　号　職員の賞罰について
第　21　号　人事異動について
第　22　号　各部の業務報告について
第　23　号　常勤役員・参事の主要行事

出席と行事予定について

農業ふれあい教室

活 動 リ ポ ー ト Report

女性部  八戸広域支部豊崎地区

　豊崎地区の部員５人は１月10日、
八戸市立豊崎小学校で農業ふれあい
教室を行い、児童11人と一緒に調理
をしました。
　児童が収穫したニンジンを使い、
かき揚げとドーナツ作りをしました。
包丁で切ったり、油で揚げたりと初め
ての調理に慎重になりながら、部員
から「包丁は押しながら切らずに、
引きながら切るとうまくいくよ」と
アドバイスをもらいました。
　児童が手作りしたうどんと一緒に
天ぷらを試食。「ニンジンが甘くておい

しくできてよかった。ドーナツもおいしい」と話しました。
　奥田マサ子地区長は「子どもたちと定植から収穫までと一緒に体験
し良い経験となりました」と話しました。

1
金 ●金融移動店舗車運行日（旧南郷支店）

2
土

3
日

4
月 ●金融移動店舗車運行日（旧是川取次店・旧南郷支店）

5
火 ●金融移動店舗車運行日（旧田子支店）

6
水 ●金融移動店舗車運行日（旧福地支店・旧新郷支店）

7
木
●ＪＡ葬祭事前相談窓口（五戸支店）
●金融移動店舗車運行日（旧豊崎支店・旧田子支店）

●野菜総合部会総代会（八戸プラザホテルアーバンホール）
●金融移動店舗車運行日（旧南郷支店）

8
金

9
土

10
日

11
月 ●金融移動店舗車運行日（旧是川取次店・旧南郷支店）

12
火 ●金融移動店舗車運行日（旧田子支店）

●女性部通常総会（田子町中央公民館）
●金融移動店舗車運行日（旧福地支店・旧新郷支店）

13
水

●ＪＡ葬祭事前相談窓口（新郷グリーンセンター）
●金融移動店舗車運行日（旧豊崎支店・旧田子支店）

14
木

●果樹生産販売検討会・総合部会総会（八戸プラザホテルアーバンホール）
●金融移動店舗車運行日（旧南郷支店）

15
金

16
土 ●ローン相談会（下長支店２階ローンセンター）

●牛コンinＪＡ八戸（八戸パークホテル）17
日

18
月 ●金融移動店舗車運行日（旧是川取次店・旧南郷支店）

19
火 ●金融移動店舗車運行日（旧田子支店）

20
水 ●春分の日

●ＪＡ葬祭事前相談窓口（五戸支店）
●金融移動店舗車運行日（旧豊崎支店・旧田子支店）

21
木

22
金 ●金融移動店舗車運行日（旧南郷支店）

23
土
24
日
25
月
26
火
27
水
●定例理事会（営農経済本部）
●ＪＡ葬祭事前相談窓口（営農経済本部）

28
木

29
金
30
土
31
日

JAカレンダー３ March

女性部冬期講習会

　倉石地区は１月18日、倉石
コミュニティセンターでお菓
子作りを行い、部員26人が参加
しました。串もち、焼きリンゴ
大福、サツマイモおやきの３種
類を作りました。　
　部員は分担してもちをこねた
り、あんこを分けるなど協力し
て作業しました。串もちはじゅ
ねみそをたっぷりつけ、炭火
でこんがり焼き上げました。
　竹洞幸子地区長は「串もちを
今後、農協や地域のイベントで販売し、地区活動を充実させていきた
い」と話しました。

お菓子作り
女性部 五戸支部倉石地区

　新郷地区は１月24日と25日
の２日間、五戸営農センター
（西部）で手芸教室を開き、部員
23人が参加しました。
　スズランテープを使った帽子
や毛糸で靴下や動物のあみぐる
みを作りました。部員はかぎ
針と色とりどりの毛糸を駆使
し、部員同士編み方を確認し
ながら作り上げました。
　参加した部員は「今年の夏に

向けて、スズランテープで涼しげな帽子ができた。家でも違う色で
編んでみたい」と話しました。

手芸教室
女性部 五戸支部新郷地区

定価 629円（税込）
ご購読のお申し込みは各支店窓口までどうぞ！！
定価 629円（税込）
ご購読のお申し込みは各支店窓口までどうぞ！！

・〈特集１〉いつも話を聞いてもらえる人の会話術
・〈手　芸〉スマホストラップ

得する・役に立つ・元気が出る「家の光」３月号のご紹介
〈特集２〉 ホコリを取るだけで健康に！？

　　　新・手間なし掃除

スプーン1杯の健康習慣

まいにちエゴマ油
　「オメガ３系脂肪酸」が含まれ、健康にいい油
として注目されるエゴマ油。毎日の食生活に取り
入れてみませんか。

　ラクに、効率よく病原菌やウイルスを取り去る方法
「新・手間なし掃除」を病院清掃のプロに教わりました。

1415



職 　 　 員
（ 準 職 員 含 む ）

貯 　 　 金

Ｊ Ａ の す が た
令和６年１月末現在

貸 出 金
長期共済保有高

出 資 金

組 合 員 数

役 　 　 員

購買品供給高

販売品販売高

理事会だより

２９６人

328億円
3,359億円
33.0億円
（令和４年度）

82.9億円
（令和４年度）

正 １０，０１８人
准  ４，７０７人
計 １４，７２５人

27人

977億円
35.7億円

定例理事会（１／30開催）

案　　件
議案第１号　監事監査の結果に基づく

回答について
議案第２号　職制規程の一部変更について
議案第３号　支店統廃合に伴う規程の

一部変更について
議案第４号　有価証券の減損処理基準の

一部変更について
議案第５号　令和６年産米穀の出荷契約

金単価設定について
報告事項
第　１　号　組合員の加入および脱退等

について
第　２　号　内部監査報告書について
第　３　号　貸付条件変更について
第　４　号　クロスチェックの実施結果

について
第　５　号　農産物検査組織規程に係る

農産物検査員名簿の変更に
ついて

第　６　号　コンプライアンス・プログ
ラムおよび不祥事未然防止
のための行動計画の取り組
み状況について

第　７　号　不祥事未然防止にかかる
自主検査の結果について

第　８　号　ヘルプラインの運営状況に
ついて

第　９　号　反社会的勢力等との取引
排除および疑わしい取引に
かかる対応状況について

第　10　号　事務ミス等の発生状況に
ついて

第　11　号　苦情受付について
第　12　号　情報セキュリティにかかる

運用状況について
第　13　号　余裕金運用状況について
第　14　号　貸出金残高上位先の概況および

貸出残高の内訳について
第　15　号　理事に対する利益相反取引

の状況について
第　16　号　第３四半期事業実績及び

年度末見通しについて
第　17　号　自己改革取り組み状況に

ついて
第　18　号　第５次中期３カ年計画、実

践状況について
第　19　号　㈱ぱるじゃサービス第３四

半期事業実績及び年度末見
通しについて

第　20　号　職員の賞罰について
第　21　号　人事異動について
第　22　号　各部の業務報告について
第　23　号　常勤役員・参事の主要行事

出席と行事予定について

農業ふれあい教室

活 動 リ ポ ー ト Report

女性部  八戸広域支部豊崎地区

　豊崎地区の部員５人は１月10日、
八戸市立豊崎小学校で農業ふれあい
教室を行い、児童11人と一緒に調理
をしました。
　児童が収穫したニンジンを使い、
かき揚げとドーナツ作りをしました。
包丁で切ったり、油で揚げたりと初め
ての調理に慎重になりながら、部員
から「包丁は押しながら切らずに、
引きながら切るとうまくいくよ」と
アドバイスをもらいました。
　児童が手作りしたうどんと一緒に
天ぷらを試食。「ニンジンが甘くておい

しくできてよかった。ドーナツもおいしい」と話しました。
　奥田マサ子地区長は「子どもたちと定植から収穫までと一緒に体験
し良い経験となりました」と話しました。

1
金 ●金融移動店舗車運行日（旧南郷支店）

2
土

3
日

4
月 ●金融移動店舗車運行日（旧是川取次店・旧南郷支店）

5
火 ●金融移動店舗車運行日（旧田子支店）

6
水 ●金融移動店舗車運行日（旧福地支店・旧新郷支店）

7
木
●ＪＡ葬祭事前相談窓口（五戸支店）
●金融移動店舗車運行日（旧豊崎支店・旧田子支店）

●野菜総合部会総代会（八戸プラザホテルアーバンホール）
●金融移動店舗車運行日（旧南郷支店）

8
金

9
土

10
日

11
月 ●金融移動店舗車運行日（旧是川取次店・旧南郷支店）

12
火 ●金融移動店舗車運行日（旧田子支店）

●女性部通常総会（田子町中央公民館）
●金融移動店舗車運行日（旧福地支店・旧新郷支店）

13
水

●ＪＡ葬祭事前相談窓口（新郷グリーンセンター）
●金融移動店舗車運行日（旧豊崎支店・旧田子支店）

14
木

●果樹生産販売検討会・総合部会総会（八戸プラザホテルアーバンホール）
●金融移動店舗車運行日（旧南郷支店）

15
金

16
土 ●ローン相談会（下長支店２階ローンセンター）

●牛コンinＪＡ八戸（八戸パークホテル）17
日

18
月 ●金融移動店舗車運行日（旧是川取次店・旧南郷支店）

19
火 ●金融移動店舗車運行日（旧田子支店）

20
水 ●春分の日

●ＪＡ葬祭事前相談窓口（五戸支店）
●金融移動店舗車運行日（旧豊崎支店・旧田子支店）

21
木

22
金 ●金融移動店舗車運行日（旧南郷支店）

23
土
24
日
25
月
26
火
27
水
●定例理事会（営農経済本部）
●ＪＡ葬祭事前相談窓口（営農経済本部）

28
木

29
金
30
土
31
日

JAカレンダー３ March

女性部冬期講習会

　倉石地区は１月18日、倉石
コミュニティセンターでお菓
子作りを行い、部員26人が参加
しました。串もち、焼きリンゴ
大福、サツマイモおやきの３種
類を作りました。　
　部員は分担してもちをこねた
り、あんこを分けるなど協力し
て作業しました。串もちはじゅ
ねみそをたっぷりつけ、炭火
でこんがり焼き上げました。
　竹洞幸子地区長は「串もちを
今後、農協や地域のイベントで販売し、地区活動を充実させていきた
い」と話しました。

お菓子作り
女性部 五戸支部倉石地区

　新郷地区は１月24日と25日
の２日間、五戸営農センター
（西部）で手芸教室を開き、部員
23人が参加しました。
　スズランテープを使った帽子
や毛糸で靴下や動物のあみぐる
みを作りました。部員はかぎ
針と色とりどりの毛糸を駆使
し、部員同士編み方を確認し
ながら作り上げました。
　参加した部員は「今年の夏に

向けて、スズランテープで涼しげな帽子ができた。家でも違う色で
編んでみたい」と話しました。

手 芸 教 室
女性部 五戸支部新郷地区

定価 629円（税込）
ご購読のお申し込みは各支店窓口までどうぞ！！
定価 629円（税込）
ご購読のお申し込みは各支店窓口までどうぞ！！

・〈特集１〉いつも話を聞いてもらえる人の会話術
・〈手　芸〉スマホストラップ

得する・役に立つ・元気が出る「家の光」３月号のご紹介
〈特集２〉 ホコリを取るだけで健康に！？

　　　新・手間なし掃除

スプーン1杯の健康習慣

まいにちエゴマ油
　「オメガ３系脂肪酸」が含まれ、健康にいい油
として注目されるエゴマ油。毎日の食生活に取り
入れてみませんか。

　ラクに、効率よく病原菌やウイルスを取り去る方法
「新・手間なし掃除」を病院清掃のプロに教わりました。
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17 16

　農福連携っていいですね！
これからも頑張ってくださ
い！応援しています。

八戸市南郷（Ｎさん）

　いろいろな地域のいろい
ろな活動が見られて楽しい
です。広報誌が楽しみです。

三戸町川守田（Ｍさん）

　キッズあぐり塾でネギグ
ラタンやネギビビンバなど
４品を作っていましたね。
長ネギをふんだんに使い、
おいしいと笑みがこぼれた
なんて、さすが親子料理教
室の力ですね。

南部町苫米地（Ｎさん）

編集後記

　出会いの季節と言われる
春（３月）に婚活イベント
を開催します。ぜひお近く
にお住まいの方で、出会い
を求めている方おりました
ら、お声がけお願いいたし
ます。○た

【退 職】
（令和６年１月20日付）
　嘱託 ▽三浦　寿（八戸営農センター）

（令和６年１月29日付）
　嘱託 ▽大下　一夫（中央グリーンセンター）

（令和６年１月31日付）
　考査役 ▽斉藤　讓一（総務部付）
　一　般 ▽若宮　肇（三戸営農センター）

職員のうごき

　ハガキに「クロスワード」の答えを書いて、どしどしご応募ください。
　正解者の中から抽選でグリーンセンター・ＪＡ農産物直売所・
㈱ぱるじゃサービス各給油所・Ａコープ店で使用できる商品券
1,000円分を５名様に差し上げます。
　ＪＡや本誌に対するご意見・ご感想もお待ちしております。

クロスワードの答えの応募方法クロスワードの答えの応募方法

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
「シユプール」

郵 便 は が き

●
答
え
　
○
○
○
○
○

●
郵
便
番
号

●
住
所

●
氏
名
・
年
齢

●
電
話
番
号

●
本
誌
へ
の
意
見
・
感
想

  

な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

青
森
県
八
戸
市
大
字

　
尻
内
町
字
内
矢
沢
２
番
地
５

Ｊ
Ａ
八
戸

　
　 

総
務
課
行

０３９ １１０１

クロスワードを解いて、Ａ→Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

※ご応募いただいた皆さまの個人
情報は、「皆様のお声」コーナー
でのご紹介及び、クイズ当選者
への賞品発送にのみ、使用させ
ていただきます。

63

※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。
※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。

賞品の発送をもって当選
発表とさせていただきます。

１月号の当選者
おめでとう
ございます

（出題）ニコリ

タテのカギ ヨコのカギ

クロスワード

頭の体操

　

３月20日の
消印まで有効

しめ切り

皆様のお声
皆 様 か ら 頂 い た
ご意見・ご感想を
ご紹介いたします

情報　
掲示板

㈱ぱるじゃサービス『田子ストアー』
電話番号変更のお知らせ

　日頃より格別なお引き立てをいただき、厚く御礼申し上げます。
　令和６年２月10日（土）より、下記のとおり電話番号が変更となります
ので、お知らせいたします。

誤）ＴＥＬ　0179－20－7715
ＦＡＸ　0179－32－2272

正）ＴＥＬ　0179－32－3388
ＦＡＸ　0179－32－2272

訃
報
の
お
知
ら
せ

１月号のクロスワードの答え

お申し込み・お問い合わせ　総務部総務課　TEL 0178－70－7711　FAX 0178－70－7716

第５弾 牛こんinＪＡ八戸
新たな出会いをおいしいお肉とともに

日　　時  令和６年３月17日（日）
　　　　  午後１時30分から午後５時頃まで（受付開始 午後１時）
場　　所  八戸パークホテル
会　　費  男性3,000円　女性2,000円
参加条件  男性：畜産総合部会および青壮年部の独身の方
　　　　  女性：管内在住の独身の方
定　　員  男女ともに10名
　　　　  （※定員となり次第、申し込みを締め切らせていただきます）

詳しい内容はＪＡ八戸ホームページをご覧ください。

　
当
Ｊ
Ａ 

考
査
役 

斉
藤
讓
一

は
、
令
和
６
年
１
月
31
日
に

逝
去
い
た
し
ま
し
た
。（
享
年

58
歳
）。

　
こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
に

感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

謹
ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ

ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ 

中
央
グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー 

大
下
一
夫
は
、
令
和

６
年
１
月
29
日
に
逝
去
い
た

し
ま
し
た
。（
享
年
70
歳
）。

　
こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
に

感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

謹
ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ

ま
す
。
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　農福連携っていいですね！
これからも頑張ってくださ
い！応援しています。

八戸市南郷（Ｎさん）

　いろいろな地域のいろい
ろな活動が見られて楽しい
です。広報誌が楽しみです。

三戸町川守田（Ｍさん）

　キッズあぐり塾でネギグ
ラタンやネギビビンバなど
４品を作っていましたね。
長ネギをふんだんに使い、
おいしいと笑みがこぼれた
なんて、さすが親子料理教
室の力ですね。

南部町苫米地（Ｎさん）

編集後記

　出会いの季節と言われる
春（３月）に婚活イベント
を開催します。ぜひお近く
にお住まいの方で、出会い
を求めている方おりました
ら、お声がけお願いいたし
ます。○た

【退 職】
（令和６年１月20日付）
　嘱託 ▽三浦　寿（八戸営農センター）

（令和６年１月29日付）
　嘱託 ▽大下　一夫（中央グリーンセンター）

（令和６年１月31日付）
　考査役 ▽斉藤　讓一（総務部付）
　一　般 ▽若宮　肇（三戸営農センター）

職員のうごき

　ハガキに「クロスワード」の答えを書いて、どしどしご応募ください。
　正解者の中から抽選でグリーンセンター・ＪＡ農産物直売所・
㈱ぱるじゃサービス各給油所・Ａコープ店で使用できる商品券
1,000円分を５名様に差し上げます。
　ＪＡや本誌に対するご意見・ご感想もお待ちしております。

クロスワードの答えの応募方法クロスワードの答えの応募方法

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
「シユプール」

郵 便 は が き

●
答
え
　
○
○
○
○
○

●
郵
便
番
号

●
住
所

●
氏
名
・
年
齢

●
電
話
番
号

●
本
誌
へ
の
意
見
・
感
想

  

な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

青
森
県
八
戸
市
大
字

　
尻
内
町
字
内
矢
沢
２
番
地
５

Ｊ
Ａ
八
戸

　
　 

総
務
課
行

０３９ １１０１

クロスワードを解いて、Ａ→Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

※ご応募いただいた皆さまの個人
情報は、「皆様のお声」コーナー
でのご紹介及び、クイズ当選者
への賞品発送にのみ、使用させ
ていただきます。
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※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。

※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。

賞品の発送をもって当選
発表とさせていただきます。

１月号の当選者
おめでとう
ございます

（出題）ニコリ

タテのカギ ヨコのカギ

クロスワード

頭の体操

　

３月20日の
消印まで有効

しめ切り

皆様のお声
皆 様 か ら 頂 い た
ご意見・ご感想を
ご紹介いたします

情報　
掲示板

㈱ぱるじゃサービス『田子ストアー』
電話番号変更のお知らせ

　日頃より格別なお引き立てをいただき、厚く御礼申し上げます。
　令和６年２月10日（土）より、下記のとおり電話番号が変更となります
ので、お知らせいたします。

誤）ＴＥＬ　0179－20－7715
ＦＡＸ　0179－32－2272

正）ＴＥＬ　0179－32－3388
ＦＡＸ　0179－32－2272

訃
報
の
お
知
ら
せ

１月号のクロスワードの答え

お申し込み・お問い合わせ　総務部総務課　TEL 0178－70－7711　FAX 0178－70－7716

第５弾 牛こんinＪＡ八戸
新たな出会いをおいしいお肉とともに

日　　時  令和６年３月17日（日）
　　　　  午後１時30分から午後５時頃まで（受付開始 午後１時）
場　　所  八戸パークホテル
会　　費  男性3,000円　女性2,000円
参加条件  男性：畜産総合部会および青壮年部の独身の方
　　　　  女性：管内在住の独身の方
定　　員  男女ともに10名
　　　　  （※定員となり次第、申し込みを締め切らせていただきます）

詳しい内容はＪＡ八戸ホームページをご覧ください。

　
当
Ｊ
Ａ 

考
査
役 

斉
藤
讓
一

は
、
令
和
６
年
１
月
31
日
に

逝
去
い
た
し
ま
し
た
。（
享
年

58
歳
）。

　
こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
に

感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

謹
ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ

ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ 

中
央
グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー 

大
下
一
夫
は
、
令
和

６
年
１
月
29
日
に
逝
去
い
た

し
ま
し
た
。（
享
年
70
歳
）。

　
こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
に

感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

謹
ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ

ま
す
。
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八戸農業協同組合

ルート変更開始日及び期間

金融移動店舗車の運行スケジュール変更

金融移動店舗車の運行一時休止のお知らせ

令和６年２月13日より移動店舗車の運行日程を
下記のとおり変更します。

令和６年２月13日（火）から
令和６年３月22日（金）まで（予定）

令和６年３月25日（月）から令和６年３月29日（金）まで

令和６年４月１日（月）より新たなルートにより再開いたします。

午　前 午　後

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

旧是川取次店

旧 田 子 支 店

旧 福 地 支 店

旧 豊 崎 支 店

旧 南 郷 支 店

旧 南 郷 支 店

旧 田 子 支 店

旧 新 郷 支 店

旧 田 子 支 店

旧 南 郷 支 店

10：00～11：30

10：00～12：00

９：30～11：00

９：30～11：00

10：00～12：00

13：00～14：30

13：00～14：30

13：00～14：30

13：00～14：30

13：00～14：30

　当ＪＡでは、ご利用される皆さまの利便性向上を
目指し、令和６年４月１日（月）より金融移動店舗車
を増車いたします。つきましては、導入に伴う運行
ルートの見直しおよび搭載用端末機器の入替作業の
ため、下記により運行を一時休止させていただきま
す。ご不便をおかけいたしますが、ご理解・ご協力
をお願いいたします。

休 止 す る 期 間

再 開 予 定 日


